















ルの性能評価結果を利用することの有効性を示した [3, 4, 5, 6]．





































様々な種類があるため，ジョブクラス Cn(n = 1; 2;    ; N) が
あるものとする．また，課題には様々な分量があるため各課題
の処理に要する平均処理時間は異なるものとする．





ス規律 [7] に対応付ける．本稿では，8 つのサービス規律：
¬ FCFS(first come first served)，­ SSTF(shortest service time
first)，® LSTF(longest service time first)，¯ NDFS(nearest dead-
line first served)，° RND ROB(round robin)，± RND SSTF(round
robin with SSTF)，² RND LSTF(round robin with LSTF)，³
RND NDFS(round robin with NDFS)の場合を考える．
課題をこなすための学修方法には様々な種類があるため，サー
バー Sm(m = 1; 2; : : : ;M)があるものとする．サーバー Sm は
課題ジョブクラス Cn を処理することができる．ここで，学生
は，課題ジョブクラス Cn に応じて，学修方法のサーバー Sm を
変えて，課題を振り分ける．課題ジョブクラス Cn によって，課
題をこなすための最も効率の良い学修方法は異なる．そのため，
学生は課題ジョブクラス Cn に対応した平均課題処理率 mn の
指数分布にしたがって，課題を学修方法のサーバー Sm で処理
するものとする．
















研究では学生）が環境の状態 sq に基づきある行動 aq を選択す
る．そして，行動 aq に基づいた環境の変化にともなって，報酬
がエージェントに与えられ，エージェントはより良い行動（行動
価値関数）Q(sq; aq) を学習していく．行動価値関数 Q(sq; aq)
の一般的な更新式は，
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また，Q は学習率 (0 < Q  1)，Q は割引率 (0 < Q  1)
である．本研究で利用する Q 学習は次の 5 ステップからなる．
Step 1：全状態とその時に取り得る行動 sq; aq の組に対して，初
期の Q(sq; aq) 値をランダムに決定する．Step 2：状態を初期
s0 にセットする．ここで x = 0 とする．Step 3：状態 sx から
"-greedy 法を用いて，行動 ax を選択し，更新式 (1) に基づき，
Q(sq; aq)を更新し，状態は sx+1 に移行する．"-greedy法とは，
一定の確率 "で，ある環境 sq から取り得る行動のうち一つをラ
ンダムに選び，1  "の確率である環境 sq から最大の Q(sq; aq)
値をもつ行動 aq を選択する方法である．Step 4：Step 3を一定
回数おこなったら，sq を最初の状態 s0 に戻す．Step 5：Step 3
と Step 4を一定回数行ったら終了する．




ある時点でこなした完了課題数を x [個] とし，x 個目の課題の
ジョブクラスを Ck(k = 1; 2;    ; N) とする．サーバー Sm で
ジョブクラス Cn をこなしたときの平均課題処理率は，
mn(x) = mn(x  1) + !mkmk(x) (2)
となる．ここで，!mk はサーバー Sm 全体の成長を表現するた








したがう講義の受講数をそれぞれ，(A)  4，(B) 4，(C)  2
とし，表 2 に示す時間割を想定する．このとき，各講義で課さ
れる課題の種類 N = 3とする．
表 1: 課題の出題形式
出題形式 到着間隔 (h) 締切 (h) 出題数
(A)各週 168 168 15
(B)中間 1176 336 2
(C)期末 2520 504 1
表 2: 大学 1年生前期の時間割
時限 　月　 　火　 　水　 　木　 　金　
1 (C) (C) (B)
2 (A) (B) (A)




る [11]．したがって，学修方法の種類M = 3とする．ジョブク
ラスCnに対応した，サーバー Smの初期課題処理率 mn(0)［課
題数/時間］を 11(0) = 1=12，22(0) = 1=24，33(0) = 1=36，
12(0) = 13(0) = 21(0) = 23(0) = 31(0) = 32(0) = 1=48
とする．また，各種パラメータは Q = 0:1，Q = 0:9，" = 0:3，
 = 1:0， = 0:5，tl = 120とする．
このとき，学生の学修行動が学生のこなす課題の特性量にど
のような影響を与えるのかをシミュレーションにより検証した
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また，図 2a と図 2b より，最良の課題への取組み順序の選択
は「± RND SSTF」であるということがいえる．さらに，図 2c
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